
2010 年度 裁事 

31 A 年の円とドルの外国為替レートがＩドル＝90 円であったとする。その後，Ｂ年に，

日本の物価指数が８％上昇する一方，米国の物価指数は 20％上昇した。この場合，購買力

平価が成立しているならば，Ｂ年の円ドルレートは１ドル＝何円になるか。 
 
１ 61 円 
２ 71 円 
３ 81 円 
４ 91 円 
５ 101 円 
 
 
正答３ 
もともとは１ドル＝90 円でした。つまり、アメリカで１ドルのハンバーガーは日本では 90
円だったわけですね。 
ここで物価が変わります。このハンバーガーはアメリカでは 1.2 ドル（20％物価が上昇し

たから）、日本では 97.2 円（物価が８％上昇したから）になります。 
ハンバーガーの価値は日本でもアメリカでも同じなので 1.2 ドル＝97.2 円になります。 
したがって１ドル＝81 円となります。 
 
 
 
 
 
32 あるＡ国の政府は，巨額の財政赤字を削減する政策として政府支出の縮小及びを行う

ことを決めた。同国の中央銀行も財政赤字には懸念を抱いており，このような状況下で，

もし赤字削減政策が実行されるなら，中央銀行はそれによるマクロ経済へのマイナス効果

をやわらげるため，政府と協調的な金融政策を採用しようと考えた。 
この場合，標準的なＩＳ－ＬＭモデルに基づいて想定される金融政策として最も適当なの

はどれか。 
 
１ 公開市場操作で買いオペレーションを行う。 
２ 基準割引率及び基準貸付利率（公定歩合）を引き上げる。 
３ 長期金利の誘導目標値を引き上げる。 
４ 短期金利の誘導目標値を引き上げる。 
５ 法定準備率を引き上げる。 
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正答１ 
 
政府支出の縮小と増税をおこなうと景気は悪くなります。従って、金融政策としては景気

を良くする政策を行わなければなりません。 
従って１が正解となります。 
２，３，４，５はいずれも利子率が上昇してしまいますのでダメですね。 
 
 
 
 
 
 
 
 
33 財政政策の有効性とその批判に関する次のア～オの記述のうち，適当なもののみをす

べて挙げているのはどれか。 
 
ア リカード・ハローの中立命題によると，公債発行を財源とする財政出動は同額の消費

減少を招くため，財政出動は増税を財源として行うことがのぞましいと主張される。 
イ 貨幣数量説によると，ＩＳ曲線は水平のため財政出動によるＩＳ曲線の右シフトは国

民所得の増大をもたらさないと主張される。  
ウ マンデル・フレミングモデルによると，変動相場制の下，資本移動がある場合は，財

政支出の拡大は為替市場における自国通貨の増価を招いて輸出を減少させるため，財

政政策の効果は小さいと主張される。 
エ ＩＳ－ＬＭモデルによると，貨幣需要の利子率弾力性が無限大となっている状態では

クラウディング・アウトが生じないため，財政政策の効果が大きいと主張される。       
オ ブキャナンとワグナーによると，不況期の財政出動は実施されるが，好況期の財政引

締は政治的に忌避されるため，慢性的な財政赤字構造をもたらすと主張される。 
 
 
１ ア、イ、オ 
２ ア、ウ、エ 
３ イ、ウ、エ 
４ イ、ウ、オ 
５ ウ、エ、オ 
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正答５ 
ア リカード・バローの中立命題とは、公債も租税も経済に与える効果は同じというもの

です。 
イ 貨幣数量説によると、金融政策が無効となります。マネーサプライの増加は物価の上

昇を招くとするものです。 
ウ 正しいですね。財政支出を拡大すると自国の利子率が高くなりますので、変動相場制

の下では自国通貨が増加し、輸出が減少し輸入が増加します。 
エ 正しいです。貨幣需要の利子弾力性が無限大ということは流動性の罠の状態です。こ

のとき財政政策をとっても利子率が変化しないので、クラウディング・アウトは生じ

ません。 
オ 正しいです。ブキャナンは公共選択学派ですね。ワグナーは財政政策の必要性を説い

ています。 
 
 
 
 
 
34 ある国の伝統的なＩＳ－ＬＭモデルに基づくマクロ経済モデルが次のように与えられ

ているとする。 
  Y＝Ｃ＋I 十Ｇ 
  Ｃ＝100＋0.8Y 
  I＝90－ 5i 
  M=L 
  L＝0.4Y－ 5i＋30 
Y：国民所得，Ｃ：消費，I：投資，Ｇ：政府支出，ｉ：利子率，M：貨幣供給量，L：貨幣

需要） 
この場合，財政政策を 30 増やしたときの国民所得と利子率の変化についての記述とし 
て最も適当なのはどれか。 
 
１ 国民所得は 45 増加し，利子率は５上昇する。 
２ 国民所得は 50 増加し，利子率は４上昇する。 
３ 国民所得は 55 増加し，利子率は３上昇する。 
４ 国民所得は 60 増加し，利子率は２上昇する。 
５ 国民所得は 65 増加し，利子率は１上昇する。 
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正答 2 
 
与えられた式から 
Y=100＋0.8Y＋90－5i＋G 
0.2Y＝190－5i＋G 
M=0.4Y－5i＋30 
政府支出を 30 増加させそれぞれを変化分の式にすると 
0.2ΔY＝－5Δi＋30  ・・・① 
0＝0.4ΔY－5Δi   ・・・② 
①－② より 
0.2ΔY＝－0.4ΔY＋30 
0.6ΔY＝30 
ΔY＝50 
②式に代入して 
0＝0.4×50－5Δi 
5Δi＝20 
Δｉ＝4 
 
 
 
 
 
35 新古典派的成長モデルに関する次のア～オの記述のうち，適当なもののみをすべて挙

げているのはどれか。 
 
ア 他の条件を一定として，定常状態における１人当たりＧＤＰの水準は人口成長率が高

いほどに高まる。 
イ 他の条件を一定として定常状態における１人当たりＧＤＰの水準は貯蓄率が高いほど

に高まる。 
ウ １人当たりＧＤＰの上昇率は１大当たりＧＤＰが低いときには高く，１人当たりＧＤ

Ｐが高くなるに従って減速していく。 
エ 経済成長率から労働投入量増加率の寄与と資本投大量増加率の寄与を除いたものはソ

ロー残差と呼ばれ，長期的には技術進歩率を表すと考えられる。 
オ 長期定常状態に到達した後にはＩ大あたりＧＤＰの上昇は止まるため，経済成長率は

人口成長率と等しくなる。 
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１ ア、イ、エ 
２ ア、イ、オ 
３ ア、ウ、オ 
４ イ、ウ、エ 
５ ウ、エ、オ 
 
 
 
正答 ４ 

ア 保証成長率を
( )
k
ksfGw = 、自然成長率を Gn＝ｎとします。 

ｓ：貯蓄率、ｋ：労働資本比率、ｙ＝ｆ（k）：一人あたり産出量 
定常状態では Gw＝Gn ですから 

( )

( ) nkksf

n
k
ksf

=

=
 

これをグラフに書くと 

 ｋ

sｆ(ｋ) 

sf（k）

nk

n が増加すると sf(ｋ)が小さくなっていることが分かります。s は一定ですので f（k）つま

り、１人あたり所得が小さくなっています。（技術進歩率を入れても同じです） 
 
イ 貯蓄率 S が大きくなるとどうでしょうか？sf(k)がシフトしますから・・・ 
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 ｋ

sｆ(ｋ) 

sf（k）

nk

このように１人あたり国民所得は増加します。 
 

ウ 一次同次な生産関数を
αα −= 1KALY  とおきます。α＜１ 

これを増加率の式にすると 
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１人あたり GDP の上昇率は
L
Y

の上昇率つまり
L
L

Y
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−

Δ
だから、両辺から
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ここで、α―１＜０だから、
L
LΔ
が増加するほど

L
L

Y
Y Δ
−

Δ
つまり１人あたり産出の増加率

は小さくなることが分かります。 
 
エ 正しいです。全要素生産性のことですね。 
オ 長期定常状態では、1 人あたり GDP の上昇は、技術進歩率に等しくなります。 
  定常状態では、自然成長率、資本の成長率、国民所得の成長率が等しくなります（一

次同次だから）。ここで自然成長率＝労働人口の成長率＋技術進歩率ですので技術進歩

があるとそれだけ国民所得の成長率は労働人口の成長率よりも高くなります。労働人

口の成長率と国民所得の成長率が等しいならば、１人あたり国民所得の成長率は不変

ですが、技術進歩率があるとその分大きくなるわけですね。 
  ここで技術進歩率をλとすると、自然成長率はｎ＋λですから・・・均斉成長が実現

できているとして・・・。 
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( )

λ

λ

=−
Δ

Δ
=+=

n
Y
Y

Y
Yn

k
ksf

 

  左辺の n
Y
Y
−

Δ
は労働１人あたり所得の成長率ですので、それがλになることがわかり

ます。 
 
 
 
 
 
36 ある財の市場の需要量を ，供給量を ，価格を P とした場合，この財市場の需要

曲線は ＝2000 － 5P， 供給曲線は ＝45P で表わされるものとする。この市場の市

場均衡において実現する総余剰はいくらか。 

DQ SQ
DQ SQ

 
1 1800 
2 42000 
3 160000 
4 360000 
5 580000 
 
 
正答４ 

需要曲線は より PQD 52000 −=

400
5
1

+−= DQP  

供給曲線は 

S

S

QP

PQ

45
1
45

=

=
 

需要曲線と供給曲線の交点を求めると 
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1800
1800010
180009

45
1400

5
1

=
=

=+−

=+−

Q
Q

QQ

QQ

 

 

 

QS

QD

Q 

P 

400 

1800 

 
総余剰は 400×1800÷2＝360000 
 
 
 
 
37 
次の表は，プレイヤー１が戦略Ａ又は戦略Ｂのどちらかを，プレイヤー２が戦略Ｃ又は戦

略Ｄのどちらかをそれぞれ選択したときの利得を表したものである。ただし，各マスの左

側の値はプレイヤー１の利得，右側の値はプレーヤー２の利得をそれぞれ表し，ａは定数

である。この場合，次のア～工の記述のうち，適当なもののみをすべて挙げているのはど

れか． 
 
 
ア ａ＞0 である場合，このゲームには２人のプレイヤーがともに純粋戦略を選択 

するナッシユ均衡は存在しない。 

イ ａ＞１である場合，プレイヤー１が確率
2
1
でＡを選択し残りの確率でＢを選 

択すること，プレイヤー２が確率
2
1
で C を選択し残りの確率でＤを選択するこ 
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とはナッシュ均衡である。 
ウ ａ＜0 である場合戦略の組（ＡＤ）はナッシュ均衡となる。 
エ ａ＜0 である場合，プレイヤー２の戦略Ｄは，支配戦略である。 
 
 
１ ア、ウ 
２ ア、エ 
３ イ、ウ 
４ イ、エ 
５ ア、イ、ウ 
 
 
正答１ 
ア 正しいです。a に適当に 2 とか代入して考えてみましょう。くるくる回るだけで均衡し

ません。 
イ プレイヤー１が A をとる確率をｐ、B をとる確率を１―ｐ、プレイヤーB が C をとる

確率をｑ、D をとる確率を１―ｑとします。 

  プレーヤー１の期待利得 は ae

   
( )( )

( )
( ) ( qaPaqaq

pqpqapq
aqppqea

−++−=
+−−+=
−−+=

1
1

11

)
  ここで 

0>+− aqaq のとき、P=１つまり 

( )

a
aq

aqa

+
>

>+

1

1
 

のとき、P=1 です。 
また 

0<+− aqaq のとき、P=0 つまり 

  

( )

a
aq

aqa

+
<

<+

1

1
 

  のとき P=0 となります。 

ここで、a＞１より、
2
1

1
>

+ a
a  
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 プレイヤー２の期待利得 は be

 

( ) ( )

( ) pqp
pqppqq

qpqpeb

+−=
−+−=

−+−=

21

11
 

 １－２ｐ＞０のとき、ｑ＝１つまり 

 p>
2
1

のとき、ｑ＝１ 

 １－２P＜０のとき、ｑ＝０つまり 

 P<
2
1

のとき、ｑ＝０ 

 
これらを図に表してみると次のようになります。 

 

ｑ

ｐ 

０ 

2
1  

プレイヤー2 の反応関数 

１ 

a
a
+1

 

プレイヤー１の反応関数

プレイヤー２の選ぶ戦略の確率ｑが
a

a
+1

で
2
1
にならないので、双方

2
1
の確率で戦略を選ぶ

ｲの記述のようにはならない。ｑが
2
1
のときプレーヤー１はどちらかの戦略を 100％の確率

で選んでしまうことになる。a＝１ならば正解。 
 
ウ ａに－１などを入れてみましょう。正解です。 
エ プレイヤー１が戦略 B をとったときプレイヤー２は戦略 C をとるのが最適反応となり

ます。従って、戦略 D は支配戦略（相手の戦略にかかわらず、常に選択される最適反

応）とはなりません。 
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38 次の図は，２財（第１財，第２財）及び２消費者（消費者ＡとＢ）からなる経済の 
エッジワース・ボックスである。ただし，OAとOBはそれぞれ消費者ＡとＢの原点を， B

点Ｅはこの経済における財の初期保有点を表し，線分 BB’は予算線を，曲線 CC’は契約曲線

を表すものとする。また，実線の無差別曲線は消費者Ａの無差別曲線を，点線の無差別曲

線は消費者Ｂの無差別曲線を表すものとする。両消費者ともにより多くの財を消費すれば

効用が増加するとしたとき，次のア～オの記述のうち，適当なもののみをすべて挙げてい

るのはどれか。 

OB 

OA 

C 

C’
V 

Y 

EX 

Z

W

B

B’ 

 

ア 点Ｘは，パレート最適な配分であると同時にコア配分でもある。 
イ 点Ｙは，パレート最適な配分ではないが，コア配分である。 
ウ 点Ｚは，競争均衡で実現する配分であると同時にコア配分でもある。 
エ 点Ｗは，パレート最適な配分であるが，コア配分ではない。 
オ 点Ｖは，パレート最適な配分だが，競争均衡配分ではない。 
 
 
１ イ、ウ 
２ ア、エ 
３ ウ、オ 
４ ア、イ、エ 
５ イ、ウ、オ 
 
 
正答３ 
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ア コア配分とは、契約曲線のコアの部分での配分です。どちらの効用も下がっていませ

んので、言い換えれば、競争均衡で実現できる配分ですね。X はパレート最適ですが、

コアの部分にはありません。 
イ コア配分ではありませんね、契約曲線上にないからです。 
ウ 正しいです。契約曲線上にあり、パレート最適が実現されています。 
エ 契約曲線上にありませんしパレート最適ではありません。 
オ 正しいです。この点は契約曲線上にありここで配分できればパレート最適です。しか

し、初期保有量を E とした場合、V で配分をすると消費者 B の効用が下がります。B
がそうした交換に応じるとは思えません。つまり、競争均衡では実現できない点なの

です。 
 
 
 
 
 
 
 
39 ２財ｘ、ｙを消費するある個人の効用関数が 
U＝ｘｙ＋５ｘ＋５ｙ （U：効用水準、ｘ：ｘ財の消費量、ｙ：ｙ財の消費量）で表され

るとする。ｘ財の価格が８，ｙ財の価格が１、所得が 30 であるとき、この個人の効用の最

大値はいくらか。 
 
１ 93 
２ 108 
３ 120.75 
４ 128 
５ 150 
 
 
正答５ 
 
この個人の予算制約線をつくると・・・・ 
８ｘ＋ｙ＝30 
ｙ＝－８ｘ＋30 これを効用関数に代入して 
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( ) ( )

15058

150405308

30855308

2

2

+−−=

+−++−=

+−+++−=

xx

xxxx

xxxxu

 

16
5

0516

−=

=−−=

x

x
dx
du

 

ここで、ｘが負の値で出てしまいました。ｘは０以下にはなりませんので、ｘ＝０となり

ます。（効用関数が上に凸な２次関数であるからです。）このとき予算制約線に代入して y=30 
したがって、効用水準は効用関数に代入して、u＝５×30＝150 
 
 
 
 
 
 
40 企業Ａはｘ財を生産し，その費用関致は 
 CA＝ｘ２（CA：企業Ａの総費用，ｘ：ｘ財の生産量） 
  である。企業Ｂはｙ財を生産し，その費用関数は 
   CB＝ｙ ＋ｘｙ（CB

２ BB

A

:企業Ｂの総費用，ｘ：ｘ財の生産量，ｙ：ｙ財の生産量） 
  である。企業ＡとＢが自社の利潤を最大にするように行動するとき，企業Ｂの利潤は 
いくらになるか。ただし，ｘ財の市場価格は２，ｙ財の市場価格は５であり，各企業はプ

ライス・テイカーであるものとする。 
 
１ ５ 
２ ４ 
３ ３ 
４ ２ 
５ １ 
 
 
正答２ 
特に意識しなくてもいいですが外部性の問題ですね。企業 A が企業 B に外部性を与えてい

ます。 

企業 A の利潤関数 、これより最適な生産量を求めると 22 xx −=π
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1

022

=

=−=

x

x
dx

d Aπ
 

企業 A の最適な生産量は１となります。 
このとき、企業 B の利潤関数より、最適な生産量を求めると 

2

0125

5 2

=

=−−=

−−=

y

y
dy

d
yyy

B

B

π
π

 

 
企業 B の利潤は 

424102225 2 =−−=−−×=π B  
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